
札幌市では、ごみステーション管理への支援を進めています。

  ごみステーションは、ごみを一時的に排出する場所であり、収集までの間、利用する
  皆さんで管理いただくものです。しかし、地域には、ごみステーションをめぐる様々
  な問題もあることから、札幌市では、「スリムシティさっぽろ計画」に基づき、地域
  によるごみステーション管理への支援に取り組んでいます。

１「ごみステーションの設置及び清潔保持等に関する要綱」の施行

 ◆ ごみステーションの清潔保持等を進めるために・・・

・　ネットやカラスよけサークルなどの管理器材を有効に活用しましょう。

 ◆ 共同住宅居住者へのごみ排出ルールの周知等を徹底するために・・・

・　共同住宅の所有者・管理会社の方は、居住者の方にごみの分別指導を行うことや、
　居住者の方とともに、ごみステーションの清潔を保つことに努めていただきます。

※ 全ての共同住宅が対象です。

 ◆ 共同住宅のごみステーション設置について

　(1) 新築共同住宅に係るごみステーション設置

・ ごみステーションを敷地内に設置
 する新築共同住宅の対象範囲を６戸
 以上に拡大しました。

住戸を6戸以上有する共同住宅

3階以上かつ20戸以上又は
床面積2,000㎡以上の共同住宅

　(2) 既存共同住宅に係るごみステーション設置

・ 既存の共同住宅において、近隣住民とごみステーションを共用
 するうえで良好な関係を保持できない場合には、原則として敷地
 内にごみステーションを設置していただくことになりました。

※ 対象住戸数は、新築共同住宅と同様（6戸以上）です。

2「ごみステーション管理器材購入助成」の実施

◆ 助成対象品目及び助成額

・ ごみネット
　　　購入価格の半額(税込)、助成上限額は1枚あたり5,000円

・ カラスよけサークル及びサークルの材料
　　　　購入価格の半額(税込)、助成上限額は1基あたり7,000円

4「さっぽろごみパト隊」によるパトロールの実施

　地域のごみステーション問題の改善を図るため、各清掃事務所に新たに「さっぽろご
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・　管理器材の整理やごみステーションの清掃や除雪は、当番制を採用するなど、ごみ
　ステーションを利用する方々が全員で行いましょう。

・　ごみは自ら管理に携わるごみステーションに排出しましょう。

・　共同住宅の賃貸に関するあっせん・仲介業を営む方は、入居時にごみの分別方法、
　排出日時等の周知を行っていただきます。

市民の皆さんに、以下のご協力をお願いします。

共同住宅の所有者などの皆さんも、以下のご協力をお願いします。
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ごみステーションを
みんなできれいに！
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3 ｢共同住宅を対象とした資源物売却収入地域還元事業｣の実施
　(ごみステーション清掃用のほうき・ちりとりセットの無償交付)
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◆ 交付対象

・ 市内に共同住宅専用のごみステーションを有し、その管理を行っている方。
  （住民組織を組織している共同住宅は、町内会を対象とする還元事業の対象となるため除く）

◆ 交付数

・ 入居世帯数50世帯以上：2セットを上限、50世帯未満：1セット

みパト隊（ステーションパトロール員）」を置き、ごみステーションでの立会い指導や

パトロールを通じて、排出マナー向上のための啓発に努めます。また、不適正排出ごみ

力して、ごみステーションにおける不適正排出の防止を図っていきます。

の開封調査や個別指導を行い、町内会やクリーンさっぽろ推進員など地域の皆さんと協




